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頁 記事タイトル 該当箇所 誤 正 

37 特集 

新ガイドラインと

専門家の臨床的解

釈から学ぶ もっ

と知りたい！ FIP

の検査と治療 

③治療：症例紹介

（応用編） 

投薬プロト

コル・投薬

量 

モルヌピラビルについてはいま

だに正式な薬剤によるデータは少

ないが、2023 年 ACVIM での報

告と佐瀬先生の報告 16 が出ている

（表 3）。両者では薬用量に違い

があり、ACVIM での報告では投

与量が 15 mg/kg BID を超えると

骨髄抑制が生じるため禁忌として

いる。一方、筆者は以前から佐瀬

先生の報告による投与量と同等量

で使用しているが、問題になるよ

うな骨髄抑制は認めていない。 

モルヌピラビルについてはいまだ

に正式な薬剤によるデータは少ない

が、2023 年 ACVIM での報告（表

3）が出ている。 

また佐瀬先生の報告 16 では、 

・滲出型の猫：10 mg/kg BID 

・非滲出型の猫、化膿性肉芽腫性病

変のある猫：15 mg/kg BID 

・眼や神経徴候のある猫：20 mg/kg 

BID 

とされている。両者では薬用量に違

いがあり、ACVIM での報告では投

与量が 15 mg/kg BID を超えると骨

髄抑制が生じるため禁忌としてい

る。一方、筆者は以前から必要に応

じて 20 mg/kg BID でも使用してい

るが、問題になるような骨髄抑制は

認めていない。 

37 

特集 

新ガイドラインと

専門家の臨床的解

釈から学ぶ もっ

と知りたい！ FIP

の検査と治療 

③治療：症例紹介

（応用編） 

表 3 モル

ヌピラビル

の薬用量 

次ページをご確認ください 



 

（誤） 

表３ モルヌピラビルの薬用量 

臨床所見 2023 ACVIM フォーラム Dr.Sase16 

滲出液が認められる 

眼病変・神経症状なし 
10 mg/kg、q12h 10 mg/kg、q12h 

滲出液は認められない 

眼病変・神経症状なし 
12 mg/kg、q12h 15 mg/kg、q12h 

眼病変あり 12～15 mg/kg、q12h 20 mg/kg、q12h 

神経症状あり 15 mg/kg、q12h＊ 20 mg/kg、q12h 

＊骨髄抑制のリスクがあるため 15 mg/kg、BID を越えない 

 

 

（正） 

表３ モルヌピラビルの薬用量（2023 ACVIM フォーラム） 

臨床所見 2023 ACVIM フォーラム 

滲出液が認められる 

眼病変・神経症状なし 
10 mg/kg、q12h 

滲出液は認められない 

眼病変・神経症状なし 
12 mg/kg、q12h 

眼病変あり 12～15 mg/kg、q12h 

神経症状あり 15 mg/kg、q12h＊ 

＊骨髄抑制のリスクがあるため 15 mg/kg、BID を越えない 


